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１．はじめに 

近年、都市の気温が郊外と比べて高くなるヒートア

イランド現象が環境問題の一つになっている。千葉県

では 1990 年以降の急激な都市化により気温の上昇が大

きく，千葉市周辺域では平均気温が 100年あたり 2.53℃

上昇している報告があり，2013 年 7 月には千葉県ヒー

トアイランド対策ガイドラインが策定された。ヒート

アイランド現象の主な原因は、地表面の人工化や都市

形態の高密化、人工排熱の増加の 3 つである。しかしな

がら、千葉県ヒートアイランド対策ガイドラインでは、

千葉県の夏季平均気温分布図は公開されているものの、

ヒートアイランド現象が顕著に現れる時間帯とされて

いる夏季の夜間に関しては、解析されていない。 

本研究では、アメダスデータを用いて千葉県におけ

る夏季夜間の気温の空間分布特性を考察することとし

た。 

 

２．研究対象地域  

 千葉県は、関東地方の南東側に位置し、東京都と埼玉

県、茨城県に接し、太平洋と東京湾に面している。また、

県土の大半を平野と丘陵が占め、最高標高が 403ｍと海

抜 500m 以上の山地がない日本で唯一の都道府県であ

り、平均標高も 50ｍ以下と日本で一番平均標高が低い。

地勢上、広大な可住地と 533.5km の長大な海岸線を持

つ特徴がある。 

 

３．研究手法  

本研究では、気温の空間分布を作成するために、図‐

1 の気象庁が設置している A～O の千葉県内 15 ヶ所、

および P～X の千葉県外 9 ヶ所のアメダス気温データ

を使用した。また、作成した気温分布図の精度を検証す

るために、検証点として 2017 年 6 月 1 日より千葉県内

の a～ｄの旭市、東金市、いすみ市、および富津市の小 

 

図‐1 観測地点の位置 

 

学校に協力を要請し、百葉箱内に設置した気温データ

ロガーで 1 時間ごとに観測している気温データを使用

した。 

気温分布を評価するために、本研究では点データで 

ある気温データを面データに変換することとした。空

間情報への変換（空間内挿）には、（1）式で示すスプ

ライン関数を利用することにした。 

S(x,y)=T(x,y)＋∑ 𝜆𝑗𝑁
𝑗=1 R(rj)       (1) 

ここで、j ：変数、N = ポイント数、λ= 一次方程式の

解に基づく係数、rj = ポイント（x,y）から j 番目のポ

イントまでの距離、T(x,y)と R(rj) は、オプションによ

って変更する関数である。スプラインは，表面全体の曲

率を最小限に抑える関数で、空間情報であるポイント

データを正確に通過する滑らかな表面が表現できる特

徴がある。 

 

４．結果と考察 

本研究では、千葉県の夏季の夜間の気温分布図を 1日

ごとに作成した。図‐2 は、作成した気温分布図の一部

である。作成した気温分布図から、千葉県の夏季夜間の 

キーワード GIS , ヒートアイランド，空間内挿 

連絡先 〒275-8576 千葉県習志野市泉町 1-2-1 日本大学生産工学部 TEL：047 -474-2201 E-mail：cimi13103@g.nihon-u.ac.jp 

Ⅳ-20 第45回土木学会関東支部技術研究発表会



 

 

図‐2 夏季夜間の気温分布画像と気候区分図 

 

図‐3 各検証点のデータロガーと気温分布図の気温の差 

 

気温分布の特徴は、北西部から県中央部、太平洋に面し

ている西部にかけての地域と、南部にある K、L の両地

点周辺と G 地点周辺が、気温の高い傾向にある。一方、

北部にある C 地点周辺から北東部にある E、F 地点周辺

の地域と、半島中央部にある M 地点周辺が、気温の低

い傾向にある。 

図‐3 は、4 つの検証点において、気温データロガー

が観測した気温データから、1 日ごとに作成した気温分

布図より抽出した気温データを引いた差をグラフにし

たものである。 

グラフより a、d 地点では、気温の差が＋になる日が

多く、また a 地点において、8 月後半から 9 月にかけて

気温の差が+1.0℃を上回る日が多い。一方、b、c 地点で

は、気温の差が－になる日が多く、気温の差が気温デー

タロガーの測定精度である±0.5℃をほぼ超えないため、

概ね一致していると言える。a、d 地点において、気温

の差が生じた要因としては、「千葉県ヒートアイランド

対策ガイドライン」の千葉県の気候区分 1)によると、a

地点は、H、I 地点と同じ区分であるが、作成した気温

分布図ではスプラインの性質上、E、F 地点に引っ張ら

れたため、気温が低く出たと考えられる。一方、d 地点

は J 地点と同じ南房総の海岸地域の気候区分であるが、

作成した気温分布図では、こちらもスプラインの性質

上、高度に伴って低くなる気候区分に属し、標高が 120

ｍある M 地点に引っ張られたため、気温分布図の気温

に対して、実際の気温が高くなる気温の差が生じたの

ではないかと考えられる。 

 

５．おわりに 

本研究は、2017 年の千葉県における夏季の夜間の気

温分布の特性について空間情報を基に解析した。また

4 つの検証点において、気温データロガーが観測した

気温データと、気温分布図より抽出した気温データの

気温の差を示したグラフから、気温分布の傾向を明ら

かにした。 

今後の展望としては、より実態に沿った気温分布図

を作成するために気温区分を考慮した補正手法の考案

を検討している。 
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